
２０２２年（７月～９月期）における海外安全対策情報 

 

２０２２年１１月 

在オーストラリア日本大使館 

ＡＣＴ（首都特別地域）キャンベラ 

 

１ ＡＣＴ（首都特別地域）の治安情勢 

（１）今期のＡＣＴ内における治安情勢は、昨年の同時期と比較すると全体としての犯罪

件数（犯罪発生率）については大きな変化はありません。しかしながら､犯罪の種類を

みますと､暴行や強盗などの危険犯罪が増えており､大きな傷害を伴うものではない対人

犯罪も増えていることが伺えます。これらは報道にもあるとおり､10代の若者による犯

罪発生件数が上がっており､若者同士のいざこざが多く見えるものと捉えられていま

す。夜間に限らず､不用意に近づいてくるこうした若い人の集団や子供だと思って迂闊

に自宅に招き入れる等の隙を見せることのないよう､警察も呼びかけております。 

（２）前四半期との比較 

  統計的に､強盗及び対人犯罪が増えております。その反面、車両の盗難や窃盗事案に

ついては減少を見ることが出来ます。 

 

２ 一般犯罪・凶悪犯罪の傾向 

（１）犯罪発生地域の傾向 

  ア Woden地区を除き､減少傾向が見られます。 

  イ 「地域別犯罪発生率の傾向」について 

（２）犯罪発生件数と犯罪の傾向 

  ア ＡＣＴでの３ヶ月間の犯罪発生件数（括弧内は昨年同時期の発生件数） 
 

・殺人、殺人未遂  ：    １件（    ５件） －８０％ 

・暴 行      ：  ７１０件（  ６４２件） １１％ 

・性的暴行     ：  １０８件（  １２３件） －１２％ 

・対人犯罪     ：   ８１件（   ６６件） ２３％ 

・住居等侵入      ：  ４０８件（  ４９０件） －１７％ 

・強 盗      ：   ７１件（   ５９件） ２０％ 

・窃 盗      ： １６６０件（ １８１５件） －９％ 

・車両盗難     ：  ２９１件（  ３３３件） －１３％ 

・器物損壊     ：  ９０３件（  ８８０件） ３％ 

・交通違反     ： １２１５件（ １０９４件） １１％ 

・その他の犯罪   ： ２１１１件（ ２２９３件） － ８％ 

   ＡＣＴ全体の犯罪発生件数は昨年同時期に比べ約３％減少しています。 

イ 犯罪別の傾向 

暴行､対人犯罪､強盗､器物損壊及び交通違反が増加しています。夜間だけでなく､

昼間においても対人犯罪については発生しているため､迂闊に集団等がいる場所へ自

ら進んで行くことのないよう注意を要します。交通違反については､交通取締強化の

影響も考えられます。 

 

 

https://www.au.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_01465.html


（３）今期の特性 

メディア・リリースにおいては、10代の若者による喧噪等を含めた傷害､強盗に関す

る事案が多く散見されています。これらの事案は､昼間時でも発生し､ハイスクールの生

徒と同年代の子供達が男女関係なく犯罪に関与しております。再犯者が高いことも特徴

です。また､交通事故や道路交通法違反に関連した事案も引き続き多く発生しているこ

とが伺えます。 

 

３ テロ・爆弾事件発生状況 

（１）テロ事件の発生状況 

現在のところ具体的なテロの脅威を示す情報は把握されていません。しかしながら依

然として豪州のテロの脅威レベルは「蓋然性あり（Probable）」を維持しています。イ

ンターネットを介したテロリストの活動が懸念されているとともに、今後、国境・州境

の再開により、人の往来が盛んになれば、テロの脅威を取り巻く状況も一変する可能性

もあることから、引き続き最新情報の入手に努めてください。 

（２）爆弾予告及び事件の発生状況 

現在のところ爆弾に関連した事件の発生については認知していません。 

 

４ 誘拐・脅迫事件発生情報 

 邦人誘拐等の被害については認知していません。 

 

５ 日本企業等の安全に関わる諸問題 

一般的に対日感情は良好とされ、日本企業等の安全に関わる諸問題については認知して 

いません。 

 

６ 抗議活動 

日本や日本人を標的にするものではありませんが、環境保護を標榜する団体等を中心と 

した抗議活動がこれまでに発生し逮捕者などが出ている他、ウクライナ戦争に関連した抗

議活動が継続的に平日週末問わず確認されています。基本的にはこれまでのところ、キャ

ンベラでの抗議活動は大半が平和的に行われており、大規模な集団による交通規制が発生

するなどということについては確認されていません。しかしながら、こうした活動の増加

については予測ができないため、抗議活動等を見かけた場合は、決して近寄ることなく、

巻き込まれないよう十分注意してください 

 

 

参考： 

１．ＡＣＴ警察犯罪統計 

https://www.policenews.act.gov.au/crime-statistics-and-data/crime-

statistics 
 
２．ＡＣＴ（首都特別地域）の事件発生状況（２０２２年７月～９月期） 
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